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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月25日(2015.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記成分（Ａ）～成分（Ｄ）を含有してなる、ヒドロシリル化反応硬化型シリコーン系感
圧接着剤組成物。
（Ａ）(a)Ｒ３ＳｉＯ１／２単位（式中、Ｒは炭素原子数１～１０の非置換一価炭化水素
基もしくは置換一価炭化水素基である）と(b)ＳｉＯ４／２単位から本質的に成り、 (a)
単位と(b)単位のモル比が０.６：１～１.２：１の範囲にあるオルガノポリシロキサンレ
ジン；　１０～７０質量部、
（Ｂ）下記の平均構造式（１）：
Ｒ２Ｒ３

２ＳｉＯ（Ｒ３
２ＳｉＯ）ｐ（Ｒ３Ｒ４ＳｉＯ）ｑＳｉＲ３

２Ｒ２　　（１）
（式中、Ｒ２は炭素原子数２～１０のアルケニル基および水酸基から選択される基であり
、Ｒ３は炭素原子数１～１０の脂肪族不飽和結合を有しない非置換一価炭化水素基もしく
は置換一価炭化水素基であり、Ｒ４は炭素原子数２～１０のアルケニル基である。ｐは正
の数、ｑは０以上の数であり、（ｐ＋ｑ）≧２００の関係を満たす。ただし、ｑが１のと
き、Ｒ２の少なくとも一方は前記アルケニル基であり、ｑが０のとき、Ｒ２はいずれも前
記のアルケニル基である。）で示され、１分子中に少なくとも２個の炭素原子数２～１０
のケイ素原子結合アルケニル基を有する直鎖状のジオルガノポリシロキサン；３０～９０
質量部（ただし、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の合計は１００質量部である）、
（Ｃ）下記の平均シロキサン単位式（２）：
（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）k（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）l（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）m（Ｒ１Ｓｉ

Ｏ３／２）n　　（２）
（式中、Ｒ１は炭素原子数１～１０の脂肪族不飽和結合を有しない非置換一価炭化水素基
もしくは置換一価炭化水素基であり、ｋは（２＋ｎ）の数であり、ｌは平均１００～５０
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０の範囲の数であり、ｍ、ｎは平均０以上の数であり、０.８≦ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）
≦１かつ１００≦（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦５００の関係を満たす）で示されるオルガノハイ
ドロジェンポリシロキサン；成分（Ｂ）中の前記アルケニル基に対すると成分（Ｃ）中の
ケイ素原子結合水素原子のモル比が１～１００の範囲であるような量、および
（Ｄ）ヒドロシリル化反応触媒；触媒量
【請求項２】
前記成分（Ｃ）が、下記の平均シロキサン単位式（３）:
（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｋ１（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）ｌ１（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）ｍ１（

Ｒ１ＳｉＯ３／２）ｎ１　　（３）
（式中、Ｒ１は前記とおりであり、ｌ１は平均１００～５００の範囲の数であり、ｍ１は
平均０～９５の範囲の数であり、ｎ１は０または１の数であり、ｋ１はｎ１が０のとき２
であり、ｎ１が１のとき３である。ｋ１，ｌ１，ｍ１およびｎ１は、０.８≦ｌ１／（ｋ
１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦１かつ１００≦（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦５００の関係を
満たす）で示される直鎖状または分岐鎖状のオルガノハイドロジェンポリシロキサンであ
る、請求項１に記載のヒドロシリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物。
【請求項３】
前記成分（Ｃ）が、下記平均構造式（４）：
Ｒ１

３ＳｉＯ（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）ｌ２（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）ｍ２ＳｉＲ１

３　　（
４）
（式中、Ｒ１は前記とおりであり、ｌ２は平均１００～４００の範囲の数であり、ｍ２は
平均０～９５の範囲の数であり、ｌ２とｍ２は１００≦ｌ２＋ｍ２＋２≦４００かつ０.
９５≦ｌ２／（ｌ２＋ｍ２＋２）≦１の関係を満たす）で示される直鎖状のオルガノハイ
ドロジェンポリシロキサンである、請求項１に記載のヒドロシリル化反応硬化型シリコー
ン系感圧接着剤組成物。
【請求項４】
前記成分（Ｂ）が、上記の平均構造式（１）で示され、さらに、（ｐ＋ｑ）≧３０００か
つ０≦ｑ／（ｐ＋ｑ）≦０．０５の関係を満たす、請求項１～請求項３のいずれか１項に
記載のヒドロシリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物。
【請求項５】
シート状基材およびシート状基材上に請求項１～請求項４のいずれか１項に記載のヒドロ
シリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物を硬化させてなるシリコーン系感圧接
着剤層を備えた積層体。
【請求項６】
シート状基材が耐熱性プラスティックフィルム基材である、請求項５に記載の積層体。
【請求項７】
シート状基材がプラスティックフィルムテープである、請求項５に記載の積層体からなる
、シリコーン粘着テープ。
【請求項８】
プラスティックフィルムテープが耐熱性プラスティックフィルムテープである、請求項７
に記載のシリコーン粘着テープ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
本発明者らは、鋭意検討した結果、下記成分（Ａ）～成分（Ｄ）を含有してなる、ヒドロ
シリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物により、上記課題を解決できることを
見出し、本発明に到達した。
（Ａ）(a)Ｒ３ＳｉＯ１／２単位（式中のＲは、炭素原子数１～１０の非置換一価炭化水
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素基もしくは置換一価炭化水素基である）と(b)ＳｉＯ４／２単位から本質的に成り、(a)
単位と(b)単位のモル比が０.６：１～１.２：１の範囲にあるオルガノポリシロキサンレ
ジン；　１０～７０質量部、
（Ｂ）下記の平均構造式（１）：
Ｒ２Ｒ３

２ＳｉＯ（Ｒ３
２ＳｉＯ）ｐ（Ｒ３Ｒ４ＳｉＯ）ｑＳｉＲ３

２Ｒ２　　（１）
（式中、Ｒ２は炭素原子数２～１０のアルケニル基および水酸基から選択される基であり
、Ｒ３は炭素原子数１～１０の脂肪族不飽和結合を有しない非置換一価炭化水素基もしく
は置換一価炭化水素基であり、Ｒ４は炭素原子数２～１０のアルケニル基である。ｐは正
の数、ｑは０以上の数であり、（ｐ＋ｑ）≧２００の関係を満たす。ただし、ｑが１のと
き、Ｒ２の少なくとも一方は前記アルケニル基であり、ｑが０のとき、Ｒ２はいずれも前
記のアルケニル基である。）で示され、１分子中に少なくとも２個の炭素原子数２～１０
のケイ素原子結合アルケニル基を有する直鎖状のジオルガノポリシロキサン；３０～９０
質量部（ただし、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の合計は１００質量部である）、
（Ｃ）下記の平均シロキサン単位式（２）：
（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）k（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）l（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）m（Ｒ１Ｓｉ

Ｏ３／２）n　　（２）
（式中、Ｒ１は炭素原子数１～１０の脂肪族不飽和結合を有しない非置換一価炭化水素基
もしくは置換一価炭化水素基であり、ｋは（２＋ｎ）の数であり、ｌは平均１００～５０
０の範囲の数であり、ｍ、ｎは平均０以上の数であり、０.８≦ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）
≦１かつ１００≦（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦５００の関係を満たす）で示されるオルガノハイ
ドロジェンポリシロキサン；（Ｂ）成分中の前記アルケニル基に対する（Ｃ）成分中のケ
イ素結合水素原子のモル比が１～１００の範囲であるような量、および
（Ｄ）ヒドロシリル化反応触媒；触媒量
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
また、本発明者らは、プラスティックフィルムなどのシート状基材、特には耐熱性プラス
チックフィルム基材に対して良好な密着性を有することから、前記オルガノハイドロジェ
ンポリシロキサンが、下記平均シロキサン単位式（３）：
（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｋ１（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）ｌ１（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）ｍ１（

Ｒ１ＳｉＯ３／２）ｎ１　　（３）
（式中、Ｒ１は前記とおりであり、ｌ１は平均１００～５００の範囲の数であり、ｍ１は
平均０～９５の範囲の数であり、ｎ１は０または１の数であり、ｋ１はｎ１が０のとき２
であり、ｎ１が１のとき３である。ｋ１，ｌ１，ｍ１およびｎ１は、０.８≦ｌ１／（ｋ
１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦１かつ１００≦（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦５００の関係を
満たす）で示される直鎖状または分岐鎖状のオルガノハイドロジェンポリシロキサンであ
るヒドロシリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物により、より良く上記課題を
解決できることを見出し、本発明に到達した。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
すなわち、上記目的は、
「[1]　下記成分（Ａ）～成分（Ｄ）を含有してなる、ヒドロシリル化反応硬化型シリコ
ーン系感圧接着剤組成物。
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（Ａ）(a)Ｒ３ＳｉＯ１／２単位（式中、Ｒは炭素原子数１～１０の非置換一価炭化水素
基もしくは置換一価炭化水素基である）と(b)ＳｉＯ４／２単位から本質的に成り、(a)単
位と(b)単位のモル比が０.６：１～１.２：１の範囲にあるオルガノポリシロキサンレジ
ン；１０～７０質量部、
（Ｂ）下記の平均構造式（１）：
Ｒ２Ｒ３

２ＳｉＯ（Ｒ３
２ＳｉＯ）ｐ（Ｒ３Ｒ４ＳｉＯ）ｑＳｉＲ３

２Ｒ２　　（１）
（式中、Ｒ２は炭素原子数２～１０のアルケニル基および水酸基から選択される基であり
、Ｒ３は炭素原子数１～１０の脂肪族不飽和結合を有しない非置換一価炭化水素基もしく
は置換一価炭化水素基であり、Ｒ４は炭素原子数２～１０のアルケニル基である。ｐは正
の数、ｑは０以上の数であり、（ｐ＋ｑ）≧２００の関係を満たす。ただし、ｑが１のと
き、Ｒ２の少なくとも一方は前記アルケニル基であり、ｑが０のとき、Ｒ２はいずれも前
記のアルケニル基である。）で示され、１分子中に少なくとも２個の炭素原子数２～１０
のケイ素原子結合アルケニル基を有する直鎖状のジオルガノポリシロキサン；３０～９０
質量部（ただし、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の合計は１００質量部である）、
（Ｃ）下記の平均シロキサン単位式（２）：
（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）k（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）l（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）m（Ｒ１Ｓｉ

Ｏ３／２）n　　（２）
（式中、Ｒ１は炭素原子数１～１０の脂肪族不飽和結合を有しない非置換一価炭化水素基
もしくは置換一価炭化水素基であり、ｋは（２＋ｎ）の数であり、ｌは平均１００～５０
０の範囲の数であり、ｍ、ｎは平均０以上の数であり、０.８≦ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）
≦１かつ１００≦（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦５００の関係を満たす）で示されるオルガノハイ
ドロジェンポリシロキサン；　（Ｂ）成分中の前記アルケニル基に対する成分（Ｃ）中の
ケイ素結合水素原子のモル比が１～１００の範囲であるような量、および
（Ｄ）ヒドロシリル化反応触媒；触媒量
[2]　前記成分（Ｃ）が、下記平均シロキサン単位式（３）：
（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｋ１（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）ｌ１（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）ｍ１（

Ｒ１ＳｉＯ３／２）ｎ１　　（３）
（式中、Ｒ１は前記とおりであり、ｌ１は平均１００～５００の範囲の数であり、ｍ１は
平均０～９５の範囲の数であり、ｎ１は０または１の数であり、ｋ１はｎ１が０のとき２
であり、ｎ１が１のとき３である。ｋ１，ｌ１，ｍ１およびｎ１は、０.８≦ｌ１／（ｋ
１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦１かつ１００≦（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦５００の関係を
満たす）で示される直鎖状または分岐鎖状のオルガノハイドロジェンポリシロキサンであ
る、[1]に記載のヒドロシリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物。
[3]　前記成分（Ｃ）が、下記平均構造式（４）：
Ｒ１

３ＳｉＯ（Ｒ１ＨＳｉＯ２／２）ｌ２（Ｒ１
２ＳｉＯ２／２）ｍ２ＳｉＲ１

３　　（
４）
（式中、Ｒ１は前記とおりであり、ｌ２は平均１００～４００の範囲の数であり、ｍ２は
平均０～９５の範囲の数であり、ｌ２とｍ２は１００≦ｌ２＋ｍ２＋２≦４００かつ０.
９５≦ｌ２／（ｌ２＋ｍ２＋２）≦１の関係を満たす）で示される直鎖状のオルガノハイ
ドロジェンポリシロキサンである、請求項１に記載のヒドロシリル化反応硬化型シリコー
ン系感圧接着剤組物。
[4]　前記成分（Ｂ）が、上記の平均構造式（１）で示され、さらに、（ｐ＋ｑ）≧３０
００かつ０≦ｑ／（ｐ＋ｑ）≦０．０５の関係を満たすことを特徴とする、[1]～[3]のい
ずれかに記載のヒドロシリル化反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物。
[5]　シート状基材およびシート状基材上に[1]～[4]のいずれかに記載のヒドロシリル化
反応硬化型シリコーン系感圧接着剤組成物を硬化させてなるシリコーン系感圧接着層を備
えた積層体。
[6]　シート状基材が耐熱性プラスティックフィルム基材である、[5]に記載の積層体。
[7]　シート状基材がプラスティックテープである、[5]に記載の積層体からなる、シリコ
ーン粘着テープ。
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[8]　プラスティックテープが耐熱性プラスティックテープである、[7]に記載のシリコー
ン粘着テープ」により達成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
重合度ｐ，ｑは、０≦ｑ／（ｐ＋ｑ）≦０.０５を満たす数であり、ｑ／（ｐ＋ｑ）が前
記上限を超える場合は、感圧接着剤組成物の硬化物の架橋度が高すぎて感圧接着性が不十
分となることがある。アルケニル基含有量が少ないものが、本発明の（Ｂ）成分として特
に好適である。最も好適には、（Ｂ）成分は、平均（ｐ＋ｑ）≧３０００であり、かつ、
０≦ｑ／（ｐ＋ｑ）≦０.０５となる常温でガム状、かつ、低アルケニル含有量のジオル
ガノポリシロキサンである。なお、ｑ＝０のとき、ｑ／（ｐ＋ｑ）＝０であり、（Ｂ）成
分は、両末端のみにアルケニル基を有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
上記平均シロキサン単位式（２）における下付き文字ｋは（２＋ｎ）の数、ｌは平均１０
０～５００の範囲の数、ｍ、ｎは平均０以上の数であり、０.８≦ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ
）≦１かつ１００≦（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦５００の関係を満たすが、（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）
は２５℃における粘度が８０～１０００ｍＰａ・ｓとなるような数であることが好ましい
。ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）が前記範囲外（＜０．８）では、分子内のオルガノハイドロジ
ェンシロキシ単位（ＤＨ単位）の含有量が不十分であり、硬化後のシリコーン系感圧接着
剤層がプラスティックフィルムなどのシート状基材表面から脱落するなど、プラスティッ
クフィルムなどのシート状基材への密着性が悪化し、本発明の技術的効果が不十分となる
。プラスティックフィルムなどのシート状基材、特には耐熱性プラスティックフィルム基
材と硬化後のシリコーン系感圧接着剤層との密着性の改善効果の点から、ｋ、ｌ、ｍ、ｎ
は、０.８５≦ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦１．０の関係を満たすことが好ましく、０.９０
≦ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦１．０であることがより好ましく、０.９５≦ｌ／（ｋ＋ｌ
＋ｍ＋ｎ）≦１．０であることが特に好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
ｌ１は平均１００～５００の範囲の数であり、ｍ１は平均０～９５の範囲の数であり、ｎ
１は０または１の数であり、ｋ１はｎ１が０のとき２であり、ｎ１が１のとき３である。
さらに、ｋ、ｌ、ｍ、ｎと同様、ｋ１、ｌ１、ｍ１、ｎ１は、０.８≦ｌ１／（ｋ１＋ｌ
１＋ｍ１＋ｎ１）≦１かつ１００≦（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦５００の関係を満たし
、（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）は２５℃における粘度が８０～１，０００ｍＰａ・ｓとな
るような数であることが好ましい。なお、「ｌ１／（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）」の範囲
については、前記の「ｌ／（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）」同様に、平均０．８５～１．０の範囲が
好ましく、平均０．９０～１．０の範囲がより好ましく、平均０．９５～１．０の範囲が
もっとも好ましい。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
上記の平均シロキサン単位式（２）におけるｋ、ｌ、ｍ、ｎは、好ましくは、１５０≦（
ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦３００、より好ましくは、１８５≦（ｋ＋ｌ＋ｍ＋ｎ）≦２１５の範
囲である。同様に、平均シロキサン単位式（３）におけるｋ１、ｌ１、ｍ１、ｎ１は、好
ましくは、１５０≦（ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦３００、より好ましくは、１８５≦（
ｋ１＋ｌ１＋ｍ１＋ｎ１）≦２１５の範囲である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
上記平均シロキサン単位式（２）または平均シロキサン単位式（３）において、ＤＨ単位
の数を表すｌまたはｌ１は、平均１５０～３００の範囲の数であることが好ましく、平均
１８５～２１５の範囲であることが特に好ましい。また、ｋ、ｌ、ｍ、ｎまたはｋ１、ｌ
１、ｍ１、ｎ１は、その合計が成分（Ｃ）の２５℃における粘度が８０～１，０００ｍＰ
ａ・ｓとなるような数であることが好ましい。粘度が８０ｍＰａ・ｓ未満の場合はプラス
ティックフィルムなどのシート状基材、特には耐熱性プラスティックフィルム基材への密
着性が劣る場合がある。また、製造の容易さを考慮すると、粘度は１０００ｍＰａ・ｓ以
下であることが好ましく、より好ましくは成分（Ｃ）の粘度が８０～５００ｍＰａ・ｓと
なるような数である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
式中、Ｒ１は前記とおりであり、ｌ２は平均１００～４００の範囲の数であり、平均１５
０～３００の範囲の数であることが好ましく、平均１８５～２１５の範囲であることが特
に好ましい。ｍ２は平均０～９５の範囲の数であり、ｌ２とｍ２は１００≦ｌ２＋ｍ２＋
２≦４００かつ０.９５≦ｌ２／（ｌ２＋ｍ２＋２）≦１の関係を満たし、（ｌ２＋ｍ２
＋２）は、２５℃における粘度が８０～５００ｍＰａ・ｓとなるような数であることが好
ましい。ｌ２とｍ２は、さらに好ましくは、１５２≦（ｌ２＋ｍ２＋２）≦３０２、特に
好ましくは、１８７≦（ｌ２＋ｍ２＋２）≦２１７の関係を満たす。さらに、０.９５≦
ｌ２／（ｌ２＋ｍ２＋２）≦１．０であることが特に好ましい。
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